
★簡単なモデル
第１4回 時間分解分光2

励起状態Eexの電子密度n(t)(個/cm3)
励起状態Egの電子がg(t)(個/cm3sec)でEexに励起

Eexの電子が確率(1/sec)で再結合して発光→Egへ= 1/ 寿命
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単位時間当たりの電子密度変化

励起で増える分

再結合で減る分 , nに比例

t = 0で n = n0→ n(t) = n0exp(-t/) ∝ PL  (全て放射再結合として）

縦軸対数に→ ln n(t)=lnn0－t/→傾きの逆数＝発光寿命



★実際の例
第１4回 時間分解分光2

nF, nIi (i = a,b)： FE,BEの密度

WFIi ：FEが捕獲中心に捕獲されてBEになる率

WIiF ：BEが熱励起でFEになる率

g(t)：パルスレーザーでFEが生成される率

F:FE再結合率で放射再結合率Fr(=1/Fr)と
非放射再結合率Fnr(=1/Fnr)との和

Ii = Iinr(=1/Iinr)+Iir(=1/Iir) BEでFEと同じ

EIi： BE Ii のエネルギー，

nG:基底状態キャリア数

NAi：FE捕獲中心濃度

FE：自由励起子，BE：束縛励起子
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★準位図
第１4回 時間分解分光2



★レート方程式
第１4回 時間分解分光2
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★レート方程式
第１4回 時間分解分光2
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: 単位時間当たりのFE増加数

: 励起電子は全てFEになると想定，FE増（＋）

: FEは遷移確率Fで再結合して消滅， FE（－）

: FEが確率WFIcで捕獲中心に捕らえられBEに．

捕獲中心は1個しかFEを捕らえられない

捕らえた割合nIc/NAc のこり 1－NIc/NAc

FE→BEで FE減（－）

：BEが確率WIcFで熱励起されFEに FE増で（＋）


